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M1 遷移強度には、価核⼦による 1 粒⼦遷移・コア励起・中間⼦効果が寄与する。中間⼦
効果は、荷電中間⼦を媒介とした陽⼦と中性⼦による相互作⽤に起因しており、原⼦核を構
成する各核⼦が平均化された電磁場中を独⽴に運動する模型を超えた核⼦間の多体効果が
原⼦核の理解には必要不可⽋であることを⽰している。l-許容 M1 遷移 (Δl = 0, ΔJ = 1)
と呼ばれる通常の遷移では、価核⼦による 1 粒⼦遷移とコア励起が⽀配的であり、中間⼦
効果の影響は⾮常に⼩さい。⼀⽅、l-禁⽌ M1 遷移 (Δl = 2, ΔJ = 1)では、価核⼦による 1
粒⼦遷移が禁⽌されるため、M1 遷移強度に対する中間⼦効果の寄与が相対的に増加する。
従って、l-禁⽌ M1 遷移強度は原⼦核内部での中間⼦効果の影響を測定するのに適している。
本論⽂では、実験により測定された l-禁⽌ M1 遷移強度と殻模型計算の⽐較を通して、原⼦
核内部での中間⼦効果に関する議論を⾏った。 

l-禁⽌ M1 遷移強度は、ガンマ線遷移の寿命から決定した。第 1 励起状態から基底状態へ
のガンマ線遷移が l-禁⽌である原⼦核は多数存在している。しかし、中間⼦効果の測定に適
した原⼦核は限られており、中性⼦数 N = 20 から 28 までの奇数-Z 偶数-N のカリウム
(K)・塩素(Cl)・リン(P)同位体の領域はその候補の⼀つである。 

本論⽂では、Cl 同位体に対するガンマ線遷移の寿命を測定するため、⼆つの実験を⾏っ
た。⼀つ⽬は RCNP で⾏われた実験であり、39Cl 原⼦核を対象とした。⼆つ⽬は RIBF で
⾏われた実験であり、43Cl 原⼦核を対象とした。l-禁⽌ M1 遷移の寿命はピコ秒のオーダー
であり、その測定にはドップラーシフト減衰法(DSAM)を使⽤した。 

測定された遷移寿命からM1 遷移強度を決定し、殻模型計算との⽐較を通して、この領域
における中間⼦効果の⼤きさを決定した。安定核近傍での測定と⽐較した結果、中間⼦効果
の⼤きさには変化が⾒られなかった。 


